

















Wendling 2006) では， Foxfireプロジェクトを初
等・中等学校におけるオーラル・ヒストリー教
育の源流 (foundation,origin) と位置づけている。



































修では 10個の CPが総合的に学ばれている 4) と
いうことから推察して，教師は「この授業では，
この CPを」という 1対 1対応ではなく， 10個




























Paris et al. (2005, pp.iv-v) をふまえて各CP
キーコンセプトを示すと， CPl:学習者の
選択 (Learners'Choice), CP2 : 学問分野／
教育内容 (AcademicDisciplines / Content) 5), 
CP3: コミュニティとの連携 (Connectionto 
Community) , CP4 : ファシリテーターとして
の教師 (Teacheras Facilitator), CP5 : 活動的
学び／実体験 (ActiveLearning / Hands On) 6), 
CP6: 想像力と創造性 (Imaginationand 
Creativity) , CP7 : グループワーク (Group
work), CP8: 観衆 (Audience), CP9 : 継続
的な評価 (OngoingEvaluation), CPlO : リフ






































































































































































































































































入形態は， "passiveoral history", すなわち
教材としての OHと “ ・, active oral history , 
すなわち OHプロジェクトに分けられる






























のである。 Foxfireの時間は，さらに 1. 系
統学・系図学と地域史， 2. オーラル・ヒ




































Sittig and Thoms (1983) が示した Foxfireの
4つのユニット (1.系統学・系図学と地域
史， 2. オーラル・ヒストリーと民間伝承，










＼ 社会科＝ランゲージ・ ユ i舌 コア・プラクティスFoxfireプログラムアーツ，その他 r 動 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
短冊づくり，デイスカション 3,5 C ゜
X X △ 
゜゜゜゜／ ／ メデイアセンターのツアー 5 B ゜




X ／ ゜訟母へのオーラル9ヒストリー -・ A ＇ 9 j, △ ••• .•••• ら. ゜
.△ ··•.·.· •• : ら・: △ •···· •· ヤ :·•. x ぉ・. ·•• ・／ i/ . ~ ~ ヽ:こ、••.•• •• u A 
l"t 家系図の作成 1 C ゜
△ △ △ △ X ／ ／ ／ 
Qt 
社会科：北米への植民
70歳代のゲストスピーカー 2 A ゜゜
△ 
゜
△ I/ ／ X △ X 





X △ X ／ ／ 





X △ X ／ ／ 






社会科：アメリカ革命，音 プロの語り部が来校 3 A ／ ゜゜
△ 
゜
／／ ／ X ／ ／ 2 nd
楽：革命期のバラード，美 地元の職人が来校 2 A ／ ／ ゜
△ 
゜ ／ ／ 
X X X 
Qt 術：染色 ジャムづくり ゜ ゜゜゜／ ／ 5 C 
△ △ △ △ 
各州のフォークロアの調査 2 B ゜゜
X △ 
゜゜゜
X ／ ／／ 





X ／ ／ 
Qt 美術：製本 フォークロアの本を作成 4 C ゜゜
X △ 
゜゜
X X ／ ／ 






゜／ ／ オーラル・ヒストリーを説明 2 D X ゜
X 
゜
X X ／ △ ／ ゜社会科：西部開拓と南北 出版社の人が来校 4 A △ X ゜
△ 
゜
△ △ X ／ ／ 
4th 戦争前， 小説の著者が来校 4 A ／ X ゜
△ 
゜
△ △ X ／ ／ 
Qt ランゲージ・アーツ：小 農場に調査旅行 1,4 B ゜゜゜
△ 
゜
△ △ X ／ ／ 
説を読み議論 プロジェクトの実施 5 C ゜／ 
△ △ 






゜゜／ ／ ※ 筆者作成 「ユニット」はFoxfireプログラムの大きなテーマを意味し， 1 =系統学・系図学と地域史， 2=オー
ラル・ヒストリーと民間伝承， 3=物語り， 4=小説， 5=その他である。「活動」はFoxfireの授業の活動内容

























つ，ユニット 3 (物語り）は 3つ，ユニッ


















はBが3つと Cが 1つ。ユニット 2はAが
2つ， Bが2つ， Dが 1つ。ユニット 3は
A, B, C, がそれぞれ 1つずつ。ユニッ


























































































?△ X X 
゜
































































































































































































ると推測される CP(CPL CP4, CP5, CP9) 
と，授業・単元・学期の進行の度合いや局
面に応じて機能していると推測される CP
(CP3, CP8, CPlO) である。そして第2に，
プロジェクト内の授業形態を特徴づけてい
るCP(とくに CP5, CP 6, CP 7, そして CP



































子どもが自ら行う" . activeoral history にとくに








































































業において特に機能している CPは， CPL CP3, 

















































































いては Smith(1991) およびEddyand Smith 
(1991) に詳しい。 Foxfireネットワークは 38
朴1に展開している (FoxfireFund, Inc. 2009a)。
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